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はじめに

本報告書は､平成14年3月19日から3月31日までの13日間に亘り､

ポリヴィア共和国において実施した下記プロジェクトに係るプロジェクト･フ

ァインディング(フォローアップ)調査の結果をまとめたものである｡

･ポリヴィア共和国:ヤパカニ川右岸地域農業復旧計画

本調査は社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)から派遣さ

れた下記の調査員により実施された｡

･調
査 員 西川 義彦 内外エンジニアリング株式会社

今回の調査に当たってポリヴィア国においては､対外経済開発の窓口である

対外経済協力省(VIFE)､農業開発を実施している農牧農村開発省(MAGRD)及び

サンタクルス県庁､日本側の窓口として在ポリヴィア国日本大使館及びJICA派

遣専門家等の方々から多くの情報､御指導を頂いた｡ここにこれらの方々に深

く敬意を表する次第である｡また､この計画が日本国の協力により早期に実現

されることを願うものである｡

平成14年3月
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【調査日程】

日程表
出発地 到着地 宿泊地 備考

目数 年月日

1 H.14.03.19 火 成田 機中 出発(シカコナ･マイアミ経由)

2

3

4

5

6

7

H.14.03.20 水 ラハ○ス ラハ○ス 移動､ラハoス着

H.14.03.21 木 /I 行程打ち合せJICA表敬

H.14.03.22 金 /I 情事剛文集､大使館表敬

H.14.03.23 土 ll 類似地区調査

H.14.03.24 日 ll 資料整理

H.14.03.25 月 /I 農牧省協議

8

9

H.14.03.26 火 ラハ○ス ラ)loス サンタクルス移動(ラハ○スーサンタクルス)

サンタクルス県と協議

H.14.03.27 水 /I 現地調査

10 H.14.03.28 木 Jl Jl

ll H.14.04.29 金 サンタクルスマイアミ マイアミ 移動日

12 H.14.03.30 土 マイアミ 機中 移動日(シカコ寸経由)

13 H.14.03.31 日 成田 帰国
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ヤパカニ川右岸地域農村開発計画



1.ポリウィア国の概要

1.1自然概況

ポリヴィア共和国は､国土総面積は1.1百万km2であるが､地形及び気象条件により､

山岳高原地帯(標高3,500m以上)､渓谷地帯(1,000-2,500m)及び東部平原地帯(200-

500m)の3地帯に大別される｡そのため自然条件も各地帯毎に大きく異なり､その結果と

して農業生産活動にも影響を与えている｡アンデスの山岳高原地帯は典型的な高山気候で､

平均気温の年変化が少なく寒冷･少雨な気候である｡東部平原地帯は熱帯性気候で温暖多

雨､平均気温は25℃である｡各地帯とも雨季と乾季に分かれ､夏期にあたる11-3月が雨

季となる｡高原地帯にある首都ラパスの気温は､ 9.2℃(1月)､6.9℃(7月)､年降雨量668mm

である｡人口は､ 1999年の国家統計局(INE)によれば､約8.2百万人であり､山岳高原

地帯に40%､渓谷地帯に25%､東部平原地帯に35%が居住している｡

項目

県

センサス2001人口 全人口l=占める割合 1992-2001
間の
人口増加車

%

センサス2001

世帯状況

合計
性別 居住区分 センサス

1992

%

センサス

2001

%

世帯放 世帯員致

男l女 市街地J農村部

BOuVtA 8,274,32 4.123.8504,150,47 5,165.8823,108, 100. 100. 2,74 1.964,14 4,C6

HUQUISAm
531, 260.604270,91 218,126313.3 7.0 6.4 1.71 118,2 4,35

LAFAZ
2,350, 1,165.1291,185,33 1.552,455798.011 29. 28.41 2.29 626, 3.66

OCト仏BAMBA
1,455,711 719.153736, 856,752598,95 17.2 17.5 2.93 350. 4.04

RURO
391,87 195,049196,821 236,110155,7 5.3 4.7 1.53 103.47 3.70

poTOSi
709,01 345,550363.46 239.083469.9 10. 8,5 1.01 179, 3.88

ARIJA
391,22 195,305195,921 247.736143,4 4. 4.7 3.18 86.1 4.33

ACRUZ
2.029,471 1,025,2221.004.24 1,545,648483,82 21.2 24.5 4.29 424.72 4.62

BENl
362,521 188,898173,62 249,152113.36 4. 4.3 2.94 64.31 5.38

PANDO
52,52 28,94023. 20,82031,7 0.5 0.6 3.48 10,4 4.68

｢ボ+国の土地利用は､農地･耕地: 238万ha(2.2%)､牧場･牧草地: 2,650万ha(24.1%)､

森林: 5,800万ha(52.8%)､その他: 2,156万ha(20.9%)であり､農牧業に利用されている土

地は､全国土の26.3%にすぎない｡
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1.2社会･経済状況

｢ボ+国経済は､ 1989-1998年の10年間に､ GDPにおいては年率4.2%､一人当りGDP

では年率1.8%の成長を遂げ､ 1998年のGDPは7,709.4百万USS､一人当りGDPは

968.8USSである｡しかし､農業セクターにおけるGDPは年率2.7%にすぎず､ 1998年にお

ける同部門のシェア-は15.4%と年々減少傾向にある｡消費者物価指数においては､ 1991

年以降鎮静傾向にあったが､近年は緩やかな上昇傾向を示し､それを反映して､対ドルレ

ートも低下を続けている｡

貿易収支については, 1990年以降完全な輸入超過となっており､ 1998年には655.3百

万USSの入超となっている｡対外総債務残高についてもあまり改善の傾向は見られず､ 1997

年において5,244百万USSであり､そのうち長期債務が4,570百万USSと87%を占め､依

然として国家財政は困難な状況にある｡長期債務のうち二国間債務は1,420百万USS､多

国間債務は2,681百万USSである｡

このような財政危機に対して､ ｢ボ+国政府は経済調整に基づく構造改革を実施し､小

さな政府-の変換を推進している｡そのため､予算規模も年率4%程度の伸びに押さえら

れている｡ 1997年度の予算案では611.6百万USSであり､農業セクターに対する投資額は

18.4USS (全体の3.0%)が見込まれている｡

対外債務に対する返済額は､ 1997年において475.2百万USSであり､そのうち二国間債

務に対しては58.9百万USS､多国間債務に対しては251.52百万USSが割り当てられてい

る｡主要な経済指標は次のとおりである｡

-2-



国家予算の推移
単位:す万US‡

区分 1994 1995 1996 1997 1998 1997/1994

(1)国家予算

(2)農業部門

505.4 519.7 588.7 611.6 *** 1.21

I.1416.2 17.3 19.5 18.4
***

(2y(I)% 3.2% 33% 3.1% 3.0% *** 0.94

出典: An血oE銀山血co 19S9, NE

主要経済指標

区分 単位 1994 1995 1996 1!対7 1998 1998/1994

GDP

GDP 百万USl 6,450.3 6,752.I 7,046.5 7,360.I 7,7(形.4 120

一人当GDP USS 8913

17.1

910.7 928.I 946.7 968.8 l.09

0.90農業部門% % 16.9 16.4 17.1 15.4

消費者物価指数 % 7.9 10.2 12.4 4.7 7.6

貿易収支

輸出 百万US‡ 985.1 I,041.4 1,132.0 1,166.5 1,104.0 I.12

I.73

21.70

輸入 百万USS I,O15.3 1223.7 I,368.0 I,642.7

476.2

1,759.3

収支 百万USS
130.2 -182.3 -236.0 -655.3

債務

長期 百万US‡ 4,313.0 4,7073 4,550.1 4,570.0

***

(I.06)

内二国間 百万US! I,763.9 I,8)6.5 I,5833 1,420.8 (0.81)

内多国間 百万USS 2275.6 2,579.0 2,636.I 2,68l.3 (1.18)

” 百万USS 263.6 267.8 276.1 248.1 ***
(0.94)

(I.60)

(1.08)

短期 百万USS 266.0 286.4 34i.4 426.0 ***

総債務 百万USS 4,842.6 526l.5 5,174.6 5244.I
***

債務返済額

債務返済額 百万USS 347.4

75.I

37l.7 412.9 475.2 ***
(1.37)

内二国間 百万USS 60.2 542 58.9
***

(0.78)

内多国間 百万USl 199.8 219.8 2393 25l.5 ***
(1.26)

対ドルレート BsノUS‡ 4.7 4.9 5.2 5.4 5.6 1.19

出典: Basic S∝ichEmwnic Dda, DB, 15 Nov血1999
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｢ボ+国における政治･経済的な概要は次のようにまとめられる｡

ポリヴィア共和国の概要(1/2)

国名 RepublicadeBolivia(RepublicofBolivia)
面積 109万8581平方キロ
資渡 スズ､鉛､亜鉛､アンチモン､タングステン､石油､天然ガス
人口 827万7500人(2001年センサス)
首都 法律上はスクレ(Sucre､20万人).政府所在地はラパス(I.aPaz､149万人)

主要都市 サンタクルス(112万人)､コチャパンパ(78万人)､オルロel万人)

住民 ケチュア人30%､アイマラ人25%､先住民と白人の混血30%､白人15%
-妻董昆
口F)E) スペイン語､ケチェア語､アイマラ語が公用語
宗教 カトリック教徒が95%

政治体制 立憲共和制o大統領が最高権力者

憲法 1967年施行

元首
大統鼠ウゴ･パンセル･スアレス(HugoBANZERSuarez).任期5年｡97年8月

6日就イも(2001年10月辞任､副大統額が代行)連続再選禁止
議会 2院制o上院27議席､下院130議席oともに直接選挙制.任期5年
内閣 大統領が任免首相なし
主要政党 民族民主行動､民族革命運動､革命左翼運動
国内総生産 85億1592万ドル(99年)

1人当たり
国民総生産

1010ドル(99年)

通貨 ボリビアノ03oliviano)1ドル-6.99ボリビアノ(2002年3月)

概観
西部は3000メートル以上のアンデス高原地帯,北東部はアマゾン上流の低地で熱

帯雨林気候､南東部平地は亜熱帯気候｡

略史

紀元前 ･ティテイカカ湖周辺にアイマラ民族が定住
1300頃 ･J</レーから侵入したケチュア民族のインカ帝国が征月R,
1532 ･スペイン人が同帝国を征月R,
1821

･′勺レ-が独立宣言
1825

･8月6日ペルーから分離独立｡
1879-83

1952

1964-82

･太平洋戦争でシ､斗レ-と同盟､チリに敗れ､太平洋岸アントフア
ガスタを割譲､内陸国となる.

･民族革命運動(MNR)のビクトル･パスエステンソロが大統領
に就任､民族主義的革命を推進した｡

･軍政
1985

1989

･大統領に復帰したパスエステンソロは､自由化政策で超インフ
レを一気に沈静化させた｡

･革命左翼運動(MIR)のハイメ･パスサモラが大統領当選､
1993 ･MNRのサンチェスが当選⊃
1997

2001

･軍卿寺代(71-78年)に大統領を務めた民族民主行動(ADN)
のウゴ･パンセルが決選投票でパスサモラ元大統領を下した｡

同時実施の上下両院議員選ではADNが第1党に｡

･パンセル大統簡が病気辞任し､副大統領が臨時大統領に就【毛
元首 大統領｡直接選挙で過半数得票者がなければ､国会が上位2者のうちから選出する｡

議会

2000年8月現在の主な政党別議席数は次の通り.
与党-ADN(中道右派､上院10､下院16)､MIR(中道左派､7､21)､連帯市民連
合(ucs､大衆政党､2､21)
野党-MNR(中道左派､4､26)､愛国良心党(coNDEFA､大衆政党､3､19)､新
共和勢力党(NFR､地方政党､1､12)

司法
最高裁判事12人は国会が選出o任期10年｡各県に高裁､下級艶
死刑なし｡

地方行政 9県(Depart皿1entO)で構良知事は大統領が任命.
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ポリヴィア共和国の概要(2a)

政治

キーフェル国防相の航空機晩入に絡む汚職疑惑などで連立3与党の内紛が激化､99
年6月､ナヤル内相が辞任､内閣が改造された｡麻薬武器密輸容疑などで6月逮捕
されたイタリア系マフィアの首謀者ディオダド容疑者は大統領のめいの夫で､軍部
との関係も明らかになり､政治問題化｡国家警察組織の改造令が8月閣議承認され､
国家警察､法医学調査研究所､検察庁の3機関に再鼠司法警察Q'TJ)は2αX)午
末で消滅｡汚職などで1200人を解イ毛

2000年4月､水道や電気料金値上げに反対する農民や労働者による道路封鎖などの
抗議行動が中部コチャバンパを中心に激化っ政帝は同8-20日に非常事態を宣言､

治安当局との衝突で市民ら5人が死亡､40人以上が負傷した｡25日､パンセル大
統額は基盤弓封ヒに向け3党連立を維持しつつ､蔵相ら5閣僚を交代させる内閣改造
を実施⊃

同年9月中旬､コカ葉の違法栽培取り締まりに反対する農民や賃上げを求める教
師らの抗議行動が各地で再燃､10人が死亡､200人以上が負傷b改称ま10月13日､
教師の待遇改善などで譲歩し事態を収拾｡大統領は同20日再び内閣を改造,7閣僚

を替えたほか新たに農民･先住民省を設置,

外交
米国､中南米諸国との協調が基本路線)99年6月アルゼンチンと移民協定を結ぶ｡
チリとは自由貿易協定などを結ぶが､太平洋-のアクセスを長年要求し､大使級の
外交関係はなし.

麻薬対策

ペノレ-､コロンビアに次ぐコカイン生産地｡99年8月,米国から4500万ドルの麻

薬対策支援と2350万rI'/レの経済援助を取り付けた｡同年のコカ葉の耕作面積は前
年比43%減の推定2万1800-クタ-ノt,o政府ま2002年以降､合法的なコカ畑1万

2000-クタールを除く違法栽培を一掃する方針b
ガスパイプラ 99年2月9日,サンタクルスーカンピナス(ブラジル･サンパウロ州)間の開通式
イン 典が開カれ､4月からブラジ/I,J･･tの天然ガス輸出を開始b総延長2000キロ.

対日関係

1914年4月13日国交樹立｡戦時断交を経て52年復交｡日本人ボリビア移住100周

年記念式典が99年6月30日サンタクルスで開催｡日本の援助累計2000億円o99
年はラパス母子保健病院-の医療機器供与､小学校建設､地下水開発で無償援助を
決めるo

99年の対日輸出は1618万ドル､輸入は4843万ドノL,.在留邦人2538人､日系人約1
万4000人(99年10月)

軍事

選抜徴兵制(1年)o総兵力3万2500人｡陸軍2万5000人､海軍(海兵隊含む)4500

人､空軍3000人｡

2000年国防予算は1億3000万ドル

財政･経済

99年6月パリでボリビア支援会合が開かれ､支援国は約10億rf/レの財政援助を決
定,主要貿易相手国は米国､英国､アルゼンチンも

ブラジノt/&lif焔二機の影響で99年後半に景気後退｡国内総生産(GDP)成長率は98

年の4.7%から99年には0.5%に失速した｡2000年10月､パンセル大統領は金

融､税制､公共投資の各分野で計20の経済対策を発表｡主要貿易相手国は米国､
英国､アルゼンチン｡99年の輸出は宝飾品,金､亜鉛､大豆､スズなど10億3300

万ドル､輸入は機械､電気製品など12億2700万rll)i,a

社会･文化
義務教育は6-17歳で無料b国立大学は各県1校)識字率86%(98年).主要紙は

エルディアリオ､プレセンシア(カトリック系)､ラソンもラジオ245局､テレビ
48局｡

出典:共同通信世界年鑑
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1.3他の援助国､国際機関等の計画

｢ボ+国は重債務国であり､ 1997年9月に､世銀/m肝による重債務貧困国債務イニ

シアティブ(HpIC Debt Initiadve)の適応国となり､多国間および二国間援助において合計4

億5千万米ドルの債務削減が合意された｡このような状況において､現在経済調整に基づ

く各セクターの改革が進められており､各国際援助機関もこれに沿う形で協力を実施して

いる｡

援助形態 援助機関 援助の概要

国際機関

世界銀行

教育改革,保健改革及び法制度改革等に対して資金的･技術的支援を行

い､｢ボ+国に対する最大支援機関
社会投資基金(FIS)への最大資金拠出機関

欧州共同体委員会 教育改革､基礎衛生分野(飲料水確保)､流域管理､農業､産業振興等の

(EU) プロジェクトを実施

国連開発計画 国家行政の近代化のための各種支援事業

(しJNDP) 農業､産業､運輸､通信､保障及び教育等のプロジェクト実施

米州開発銀行

PB)

保健改革及び教育改革-の資金援助

現在｢統合的基礎保健サービスおよびセクターの組織強化プログラム+

を実施

二国間援助

米国NSAD)
民主化､経済活動参画-の機会､保健､環境､麻薬対策を協力の柱とし

て支揺

ドイツ(GTD

｢ボ+国をパイロット国として｢参加型開発と良い統治+を促進するた

めの援助を積極的に実施

国家的ヒ(地方分権化､大衆参加法､法制度整備)､社会インフラ整備

(教育改革､基経衛生･保健)､農村開発､環境保全､中小企業-の′J､規

模融資を実施

オランダ
｢参加型開発+に重点をおいたプログラムの実施

特に､国家および市町村開発に重点を置いた支援を実施

スイス ｢農村生産性向上+および｢天然資源の持続的運営+分野を主体に実施

出典:Anし血o Esta])'stico1999, VIPFE

1.4わが国の援助実施状況

わが国の｢ボ+国に対する経済技術協力は､ 1960年代に開始され､ 1997年度までの累

計は､技術協力: 39258百万円､無償資金協力: 56,198百万円および有償資金協力: 105,843

百万円となっている｡

これまでの技術協力は､農牧業､保健･医療等の分野で､特に貧困層の地位向上を目

的とした支援を行っており､開発調査においては無償資金協力との連携を視野に入れた計

画策定を実施している｡無償資金協力においては､保健･医療､農業､居住環境等の基藤

生括分野を中心に行っているほか､近年は｢ボ+国に債務削減措置が適応されており､新

規の円借款供与を停止している状況にあることから､農道整備､空港管制塔施設等の経済

インフラ分野に対する協力も実施している｡
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農業分野-の援助は食料増産援助を中心として､ 7件の無償資金援助が実施された｡

そのうち5件は地方農村部の農道整備(ポトシ､ラ･パス､チュキサカおよびオルロの全

62路線､ 2,637km)であり,農本婚β地域住民の生活･文化および経済の向上に貢献してい

る｡プロジェクト技術協力としては水産･畜産分野を中心として4件実施され､現在住民

参加による土壌侵食防止計画が実施されている｡開発調査としては､過去6件の農業開発

計画調査が実施されており､その内1996年から1997年にかけて実施された｢ラ･パス県

アチャカチ地区農村農業開発計画+が無償資金協力案件として採択された｡同案件は1999

年に｢アチャカチ地区農村農業開発計画+として基本設計を行い､ 2001年1月より施行さ

れている｡機材調達としては11件実施されており､農業基盤の基経条件を改善するために

種々の農業関連機材が供与されている｡

わが国における農業セクター-の援助実績は次のようにまとめられる｡

農業セクター-の援助実績
協力形態 件名等 支出等

無償資金協力

食料増産援助 76.00億円(198511998)
養殖開発センタ｢建設計画 8.05億円(Ⅰ986)

コチヤ/ヾ>/ヾ州野菜種子増殖計画 14.16億円(1987)
ホロトシ農道整備計画 7.58億円(1989)
家畜繁殖改善計画 7.24億円(195X))

ラ･/ヾス農道整備計画 7.67億円(Ⅰ990)
チュキ柵及びダリハ農道整備計画 15.65億円(1991)

オ仰農道整備計画 7.96億円(1992)

技術協力

長期専門家派遣(全分嬰f) 149名.
短期専門家i情宣(全ぅ胡酌 105名
第三国専門家(全分野) 5名(1996年度から開始)

日系第三国専門家(全分野) 2名.(1997年度から開始)

チーム派遣実績(全珊 l件

研究協力(全分野) 1件
青年海外協力隊(全分野) 429名(1977-1999)内農林水産67名

プロジェクト技術協力

Jlt＋げィ7家畜繁殖改笥1987-1994)
ホ寸げィア水産開発研究センタi1991-1998)

ホ寸げィア肉用牛改善計噺199612(XX))
クリハ渓谷住民造林･侵食防止計画199812003)

開発調査

柑橘栽培地鼓伝十画1962

チヤ/ヾレ農業開発計画1976-1977

サンタ71地区農業農村開発計画1988-1990

森林資源管理計画198911991

サンタク似県農産物流通泊テム改善計画(1993-1995)

ラ･′ヾス県アチャカチ地区農村農業開発計画(199611997)

機材調達

測量機械(1965) 1,652千円(農林省農村開発企画庁)
農機具(1965) 520千円(=チャハ○ンハー州立果樹栽培試験場)

藩政ポンプ(1967) 2,622千円(=チャハ寸ンハ寸州立果樹故培試験場)
測量用器具(1969) 1,720千円(農地改革堤)

水産養殖指導普及用機材(1981) 38,753千円(農牧省水産研究所)

水産毒斬重体印1982･83) 1l,294千円(農牧省水産研究所)

農業棒材(1984) 4l,026千円(熱帯農業研究ヒンクー)
稲作普及用機材(1985) 4,387千円㈱ンクー)

水産養殖機印1989) 72,442千円(農牧省水産研究所)
農産物加工技術研究用機材(1997) 34,164千円伽○デリLJV･レネ･モレノ大学)
濯甜F水調査測定機材(1997) 5,543千円(農業農村開発省)

出典: JICA年報2000,JTCA
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1.5農業状況と農業政策

｢ボ+国の農業政策は1998年11月に発表された｢国家農牧農村開発政策+により

推進されている｡この政策は､国家農業行政の主務官庁である農業･農牧･農村開発省(1996

年当時は農牧庁)が､ 1993年に発表した農業生産振興のための基本戦略の一つ｢農牧部門
開発中期基本計画1994-1997+の基本プログラムである｢中規模農村都市農業開発計画

(PRODARCI) +を継承発展させる方向で作成されている｡

2002年6月に大統領選挙が実施され､ 8月には新政権が発足することとなるものの､
上記政策が大きく変更されることは当面無いものと居科される｡

｢国家農牧農村開発政策+の基本的な枠組みは次のとおりである｡

-
総合的､持続的および参加型開発の理論的枠組において､農村部における貧困

の客観的原因の解決を図る｡

一
国家食糧保証-寄与する｡

一
生産や生産性増加および生産や市場の基盤改善-の貢献や､社会的促進環境に

向けた行動を支援する｡

一
農村経済開発の推進､生産支援業務の改善､食糧生産やアグロインダストリー

の連携強化の促進を進める｡

一
南米大陸の統合や世界的グロバリゼ-ションの枠組において､競合力を伴う農

産物の輸出を維持推進し､農産物や畜産物そしてアグロインダストリーの製品

の輸出拡大や多様イヒの条件を整える｡

- コカ栽培の撲滅を目指して代替作物の計画を推進し､主要な不法生産地区にお

いて集中的にその活動を実施し､農村の人口流出地区やコカ栽培のポテンシャ

ルの高い地区においてプロジェクトを実施する｡

｢ボ+国全体での農業動向は､農地の約60%を占める東部平原地帯の影響を強く受け､

モノカルチャー的な様相を呈している｡しかし､地域的に分析すれば､各地帯区分の特徴

を生かした農業が展開されているといえる｡

その一方､伝統的な作物に対する栽培面積減少は高原地帯を中心として急速に進行して

いる｡これは､耕作放棄から離農､その結果としての都市圏-の人口移動を示すもので､

地方農村部に対する抜本的な活性化対策が重要な課題となっていることを示し,上記農業

政策の狙いもこの課題を克服することに重点が置かれていると理解される｡

1.6調査地区における農業の現状と問題点

サンタクルス県は東部平原地帯に位置する｡気候条件は内陸型熱帯雨林気候地帯にし､

平均気温24.3℃､平均年降水量681.5mである｡乾期と雨期の区分は比較的明確で､乾期

は4月-9月､雨期は10月-3月となる｡乾期は冬季にあたり､最低気温は7月で18.9℃
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となる.雨期は高温多湿期間であり､この期間に降水量の大半をもたらすム沖積層を主体

とする平坦地形であり､地形･土壌及び気候条件にも恵まれ､大規模農業が発達してきた｡

サンタクルス県の気象概況(1999)

項目 ENE. FEB, MAR. ABR. MAY. JUN. JUL AGO. SEP, KT. NOV. DJC.

降水萄m) 45.9 ll.8 159.6 39.6 60.1 75.1 21.5 0.0 48.1 33.9 31.9 154.0 絢琴水量 681.5

気温(oC) 26,6 26.6 26.0 23.3 21.7 20.2 18.9 22.5 27,1 26.2 26.9 26.0 平均気温 24.3

人口面では､県全体の人口は2,030千人(2001年センサス値)で｢ボ+国全体の25%

を占め､ラパスに次ぐ大都市圏を形成している｡ 2001年のセンサス速報値によれば､ 1992

午-2001年の10年間における人口増加率は4.3%と｢ボ+国で最も人口成長率が高くなっ

ている｡県人口の76%が市街地に居住し､そのため農村部の人口密度は非常に低い｡

サンタクルス県の人口構成

項目

郡･セクション

センサス2∝)1人口
全人口に占める
割合

センサス2001

世帯状況

合計
性別 居住区分 19922001

%%
世帯数 世帯員数

男l女 市街地l農村部
BOLNtA 8,274-32 4,123,8504.150.47 5,165.8823.108. 1CK).(X)100. 1.絡4,14 4

ACRUZ 2,029-471 1,025,2221.004.24 1.545.648483,82 21.2524.5 424,72 4.6

ANDREsIBAiaEZ 1,260.54 619,463641, 1,177,94782, 12.2215.2 275.241 4.

lGNAC]0Ⅵ肌RNES 53.231 28.03825,1 21,97031.261 0,600. 10,28 5.1

JOSEMIGUELDEVELASCO 56.7 29.32527.3 25.94230.7 0.670.6 9. 5.

lCH)LO 70, 38.17732.26 31.42239. 0.770.8 14.8 4.7

1BuenaVbta 13,2 72536,02 3,8129.461 0.170.1 2.73 4.7

p2SanCarbs 25, 13,92611,70 13,02112.61
･0.290.31

5, 4.

3YapacanI 31. 16,99814, 14,58916.94 0.320, 6.691 4.

CHIQUrrOS 59.7 31,64528,1 26.25633.4 0.660J 10,81 5.5

SへRA 37.7 20.41917,31 20.48817.2 0.460. 7. 4.8

CORDILLERA 101. 52.07049. 34.36767, 1.381.2 18.65 5.4

VuGRANDE 27.4 14.26413.1 7,80119.62 0.420.3 6, 3.

FLORIm 27.44 14,67512. 9.43118.01 0.350. 6.841 4.01

OBISPOSMSTEBAN 142,7 73,87268,91 108,83433.95 1.631.7 26,71 5.

内uFしODECH凡厄Z 93,99 51.30342,6 27-02666,971 0.951.1 17,3 5.

ANGELSAN伽L 13.0 6.9106.1 5,3707.70 0.170.1 2,2 5,

MANUELMARiAGへBAl⊥亡RO 20,01 10.6289. 6,48613.52 0.250.2 4.7 4.

GER仙NBUSCH 33. 17.42815.57 26.8006, 0.400.4 6.51 5.0

GUARAYOS 31t5 17.00514.5 15,50816,C6 0.330. 5.86 53

本県の農地面積は全国の約60%の113万haを占め､商品生産型大規模経営を中心と

し農牧業生産高は全国の約50%を占め､農牧業の生産基地として重要な位置にある｡

本県における総作付け面積は112.6万haであり､ 1999年において1990年の2.3倍に

作付け面積が拡大している｡大豆､砂糖きび､綿､米及びソルゴの生産高は､全国の7割

以上を占めている｡特に､近年著しく生産量が伸びている大豆､米及びヒマワリの生産基

地として注目されている｡
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サンタクルス県における耕地面積の推移

unit:ha

耕種 1990_199111991-1992[1992-199311993-199411994-1995r1995-199611996-1997I1997-199811998-1999 1999/1991(%l

合計 499.790591,196609.927695.692872.570940.0291.077.9201.212.7471.126.547 225.4

穀類 182,411228,603270,136243,362258.50728O,405305,333330,987337,730 185,1

ー米
72,31882,93083,5(氾97,74888.00087,65083,77699,97783,300 115.2

一大麦
1∝IIO17580101370397360380 380.0

-トウモロコシ
43,50078,63784.39086.51589,OCK)96,70599.3∞79,90090.650 208.4

_ソノレゴ
28.0(氾25,0(刀37.(X氾23,90127,(X沿40,00045,0(氾35.5∞69,9(刀 249.6

-小麦
38,49341,93565,17135,11854,40655.68076,860115,25093,5∝l 242.9

得用イ物 425400380381400435477485480 112.9

ーコ･-･ヒ-･･･ 425400380381400435477485480 112.9

果樹 12.92013,00913,C6114,39213.78313,86214.09814,07014.052 108.8

ーノ勺トナ
1,6191.7311,7502.3112,3002,3372,4202,4CK)2.501 154.5

一調理用バナナ
ll,20211,21711,25012,00111.36811,36511,51811,50011.369 101.5

ーブドウ
99616180115160160170182 183.8

野菜 3,2723.3662,9893,4774.1985,0175,4855,3035.211 159,3

-エンドウマメ
322289240240190260253268271 84.2

-ソラマメ
504949403832323540 80.0

ートマト
2,9CK)3,0282,7003,1973,9704.7255.2005,∝X)4.900 169.0

工業用作物 281.322326.629304,572415,018575.800620,C65732,C65841,311749,343 266.4

一綿
16.52326.(X氾11,40018,05024,OW49.82552,Oa)50,OCK)31,427 190.2

ーサトウキビ
67.45863,88065,50363.91670,3∝)72,52075,12071.86169,736 103.4

ーひまわり
10.21721,50020,15523.03160,CKX)41,(X氾89.OW143.350101,500 993.4

ー落花生
3,2592.9812,8902,7902.5003.CKX)2,7553.1003,000 92.1

-ダイズ
183.865212,268204,624307,231419,∝氾453,720513,190573,OCX)543.680 295.7

塊根類 19,35419,10018.7CO18,97819,8CX)20.14520,36220,48119,616 101_4

ージャガイモ
4,1223,9503,5(氾3,6844,8CK)5,5005,7005,8(氾4,720 114.5

ーユカ
15.23215,15015.20015,29415,OCO14,64514.66214,68114,8∈6 97.8

飼料作物 8689898482100100110115 133.7

ーアJレフアノレフア
86898984821∞100110115 133.7

サンタクルス県における農産物生産量の推移

出典:Anuario Estzd鮎co 1999, NE

lmit:ton

CUL〔)Lq 1gn19gl 1991_19g2 1gg2_19q3 1g93_1gu 1gGL4_19g5 1995_19誹ミ 1996.19g7 1gg7_1gga 1gg8.1999 19g9Jlggl(0/I,I

諦観 米 183,688 173,861 164.646 193.077 209,(X氾 283,100 189,910 231,540 113.288 61.7

大変 63 66 52 68 80 245 268 255 276 438.1

トウモロコシ 150,075 172,986 244,562 272.108 272,600 307,700 309,668 226.117 290,180 193,4

ソルゴ 79.CKX) 78,∝K) 104,500 49,951 84,000 116,000 131,250 97.000 148,296 187.7

小麦 57.469 52,294 ∈応.860 33,567 76.C69 40,644 104,050 122,628 86.850 151.1

得周作物 コーヒー･･ 255 300 2∝) 192 333 316 351 340 348 136.5

耕 ノ叶ナ ll,035 ll.768 ll,492 15,405 16,【XX) 18.794 19.644 20,400 21,500 194.8

i御璽′りナ 110.921 108,246 109.127 116,4∝) 108,CXX) 112,019 115,358 115,Om 115,282 103.9

ブドウ 617 372 366 410 575 784 784 850 928 150.4

野菜 エンドウマメ 950 846 752 779 623 750 807 750 768 80.8

ノラマメ 73 73 73 60 57 48 48 50 58 79.5

トマト 40.653 39,338 35,710 40.419 55.580 66,150 78,177 70,485 74.480 183.2

工業用何物
一紙

8,512 6.147 7,693 9,299 13,799 27,846 22,316 20,180 14.142 166.1

-サトウキビ
3.174.4∝l 2,751,425 2.279,390 2,736.880 3,212,620 3,528.390 3,246,686 2.907,407 2,712.730 85.5

-ひまわり
ll,870 29,500 25,597 24,231 57,600 33.0∞ 80,700 114.680 95,410 803.8

-落花生
3,486 2,963 2,910 2,789 2.250 3,192 3.281 3,199 3,300 94.7

_タイズ
377.107 324.770 475,215 690.747 851,90) 848.882 1,021,498 1,136,340 783,152 207.7

塊栃 ジャガイモ 40.682 36,115 33,810 36.472 50.779 57,800 66,000 58,545 56,640 139.2

=Lカ 196,353 160,287 155,180 158,460 165.CKX) 163,925 168.569 169,195 176,667 90.0

卿伺勿 アルファルフ7 567 580 579 598 600 735 735 721 780 137.6

出典:Ant血o Estzd)'sdco1999, N:
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本県の農牧業の｢ボ+国における重要性は非常に高いが､次ぎのような克服すべき問題

点を内包している｡

(D

②

③

④

⑤

農業生産基盤(道路･濯概･排水施設)の整備が著しく遅れている

生活や流通のための幹線道路･地方主要道路の整備も十分でない

焼畑耕作等による森林の無秩序･無計画な開発が行われている

農業生産技術のレベルが低く､農業･畜産ともに生産性が低い

情報収集伝達､集出荷施設､農畜産物卸売り市場､輸送体制等､市場･流通機構

の整備が遅れている

⑥ 営農資金のための農業金融システムが不十分である

⑦ 自然災害(水害･洪水･皐魅)による農牧生産の被害の恒常化

⑧ コカ栽培農民に卸する代替作物の提示が困難である

これら課題を解決すべく､サンタクルス県計画局及び農業試験所(CIAJ)を中心として改

善策を策定しているものの､急速な人口増加に伴う社会基盤インフラ整備に財政的負担が

かかり､農業部門-の投資を抑制せざるを得ない状況にあり､農業農木情宣備の推進を困難

にしているのが現状である｡

2.ヤパカニ川右岸地域農業復旧計画計画

2.1計画の背景

サンタクルス県は大豆､米､サトウキビ､牧畜等の一大生産地帯であり､ ｢ボ+国農

業部門の中心的位置を占め､国内需要はもとより輸出用農産物を産出し､ ｢ボ+国経済の主

要な担い手となっている｡

ヤパカニ川右岸地域は同県イチロ郡のコローニア･サンフアン及びコローニア･ア

ントガファスタより構成されている｡コローニア･サンフアンは日本人移住地であり､コ

ローニア･アントガファスタはポリヴィア国内の高原地帯からの入植地(国内移住地)で

ある｡ヤパカニ川右岸地域は米､大豆､とうもろこし､鶏卵､肥育牛等多角的な農業経営

を営んでおり､特に米作は｢ボ+国内最優良生産地帯となっている｡そのため､サンタク

ルス県もこの地域を稲作優良地帯として位置付け､小規模農家を中心とした稲作改善プロ

ジェクトを推進している｡

しかし､同地域は農業基盤がコローニア建設時のままであり､用排水施設の整備に

立ち後れが目立ち､特に適切な排水路がなく洪水時には冠水等の被害が顕著になってきて

いる｡一方､稲作栽培(殆どが陸稲)は天水に依存して行ってきているが､近年徐々に降

雨量が減り､特に乾季(5月-10月)には藩政用水が不足するため､生産性が低下してき

ている｡このため､新しい農地を求めて入植地北部に隣接する自然保護森林地帯-の乱開

発が進んでおり､大きな社会問題となってきている｡
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アントファガスタ地区は､農協組織が確立されているサンフアン地区と異なり､農

産物の計画的･組織的な集出荷が行われていないため､不利な条件での農産物取引を余儀

なくされている｡

サンタクルス県では､優良稲作モデル地域とも言えるこのヤパカニ川右岸地域の既

耕地での生産性向上･農業経営安定のための基盤整備を実施し､北部に隣接する熱帯森林

地帯の焼き畑農業等による乱開発を防止することを持続的･安定的地域開発のための重要

課題としている｡

2.2地区の概要

(1)位置及び地形状況

ヤパカニ川右岸地域はイチロー郡サンカルロス市(sancarlos,Provincia ICI廿LO)にあ

り､サンタクルス市から北西に約140kmに位置し､南側は国道7号線(グアビラ-コチ

ャバンパ街道)､西側はヤパカニ川､東側はサンカルロス-アントファガスタ間道路に

囲まれた約50,000haの地域である｡域内には､サンフアン移住地(27,000ha､人口3,000

人)及びアントファガスタ入植地(19,700ha､人口3000人)があり､全体としては稗益人口

約8,000人である｡

地形は標高250m-300mでヤパカニ川に沿って南から北-約1/800の緩勾配で傾斜し

ている.部分的に古溺愛く浅い谷や起伏が見られ､低地部は雨季の流水が溜まり沼沢地が

形成されている｡このような地形特性のため､土壌母材はヤパカニ川の氾鑑で新旧の堆

積による沖積土で形成されている｡土質は砂質土から重植質土と幅広く､また耕地土壌

は砂壌土から植壌土と複雑多義な分布を示す｡

(2)気象状況

サンフアン移住地周辺は,雨季と乾季の区分が比較的明瞭なサバンナ気候区である｡

気温は年平均24.1℃､最高気温の平均は29.2℃､最低気温の年平均は19.1℃である｡ま

た､絶対最高気温は43.2℃､絶対最低気温は1.0℃であるが､瞬間的には氷点下に下が

り霜が降りることもある｡

サンフアン移住地内観測所における40年間の記鍬1961-2000年)によれば､本地区

の降雨特性は次ぎのようにまとめられる｡

年間平均降水量 年間最高降水量 月間最高降水量 日最高降水量 年間最低率水量 月間最低降水量

1,903rnm 3264mm 602mm 275mm 1,016mm Omm

1961-2000年間 1981年 1981年6月 1981年5月 1988年 1988年8月
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サンフアン移住地における気象条件の推移(1961 -2000年)
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(3)農業の状況

サンタクルス市北部地域は､大豆･米等の穀物供給基地として農業が盛んな地域であ

る｡特に､稲作はイチロー郡を中心に全国の作付面積の67%､生産量の82%を占める主要

産地となっている.熱帯農業研究センター(CIAJ)によれば､サンタクルス県の稲作農家数

は1995年では約34,000戸であり､うち8.2%が日系人等の外国人移住地を中心とした作付
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面積10ha以上の中･大規樹幾械化農家であり､残り91.8%が国内移住者を中心とした作付

面積10ha未満の小規模農家である｡

ヤパカニ右岸にあるサンフアン移住地内には､ ｢サンフアン農牧総合協同組合

(CAISY)+があり､組合員数は116名(2000年3月現在)であり､ 1戸当たりの農地面積は

150ha-200b〟戸である｡移住地内に居住する日系人は230世帯､ 740名である｡サンフア

ン移住地の環境は､I移住地外の環境に比較して恵まれていることから､年々ポリヴィア人

の移住地-の住居者が増加しており､ 1997年には550世帯､ 3350名となっている｡

一方､アントファガスタ入植地は､国内政策の一環として､アンデス高地に住むイン
ディオ対策として開発された国内移住地であり､移住者は高地出身のポリヴィア人で構成

されている｡現在同入植地は26の集落から成っており､約700世帯､ 4,000名が居住し､

1戸当たりの農地面積は60-80baである｡

両移住地とも開拓地であり､サンフアン地区は50h〟区画で分譲され､またアントファ

ガスタ地区では20b〟区画で分譲された｡特にサンフアン地区の未開の低湿地帯は､移住者

の想像を絶する努力の結果､現在では優良な穀倉地帯と生まれ変わり､ ｢ボ+国の農業部門

を支えるまでになっている｡主な農産物は､米､大豆であるが､サンフアン地区ではこれ

以外に柑橘類､マカグミヤナッツも栽培されている｡また､鶏卵､畜牛を含む複合経営を

行っている農家もあり､特に鶏卵はラパス市場に出荷されており､ CAISY産鶏卵として市

場名を確立している｡

米作については､元来殆どが陸稲であったが､近年干害被害が頻発することから､雨期

の排水を貯留することにより､水田稲作-の転換を図る試みが実施されている｡結果的に

生産性も高いことが判明したため､水田-の転換農家が増加しており､アントファガスタ

地区においても実施する農家が出現している｡

2.3計画の内容

ヤパカニ川右岸地域はサンタクルス県のみならず｢ボ+国の最優良農業地帯であり､

農業部門の経済的支えの一翼を担っている｡同地域の約50,000baにおいて､港概施設整備

及び連絡農道整備､集出荷施設､維持管理用機材等の整備を実施することによって､農産

物の生産性向上による農業経営の安定､及び農業協同組合を中心とした組織的な農業生産

体制を確立し､地域の安定的･持続的な発展のための基礎を構築する0

そのために実施すべき計画の内容としては次のように設定される｡

1)濯概システムの確立:取水工､水路､溜池等の濯概施設の建設

2)排水システムの確立:排水施設の体系化､洪水防御､排水の再利用

3)農地保全対策 :ヤパカニ川沿岸部の農地侵食区間の防御
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4)農道整備

5)集出荷体制の確立

6)組合細戚の強化

7)施設維持管理

:移住地間の連携を図るための連絡農道の整備､改修

:アントファガスタ入植地の集出荷施設の建設

:水利組合を主体とした経済組合の設立

:維持管理用機材の調達

これらの事業を実施することにより､両入植地の農業生産性の増大､輸出作物の増産､

農業経営の安定､協同組合による集出荷体制､施設維持管理体制の確立が期待できる｡

2.4調査の概要

調査は大きく分けて下記の三段階で実施される｡
･ phaseI フィジビリティO7/S)調査
･ phaseII 基本設計@n))調査
･ phase III 実施設計(Dn))調査及び事業の実施

1)PhaseI :フィージビリティ調査の実施

●以下の項目について既存の資料収集を行うとともに､必要な現地調査を実施する｡

a.気象及び水文､濯概排水調査
b.土地利用状況及び土地所有

c.農牧畜業の現況調査

d.道路網･農村インフラの状況

e.

£

g･

h.

1.

j.
k.

農産物の作付体系と生産量

農業経済及び社会経済調査

農民組織と維持管理体制

流通システムと市場調査

自然環境調査

オルソフォトによるGISの構築

当該地域の関連開発計画及び地方開発計画

●現地調査により開発構想を作成する｡

a

b.

C.

d.

e.

£

開発調査地区におけるポテンシャル診断

開発阻害要因の解析

環境との調整

水資源活用構想

開発マスタープランの試案

開発優先度による早期整備地区試案

●開発構想より農業農村開発計画を作成する

a. 開発優先地区詳細調査

b. 開発優先地区整備構想試案
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C.

d.

e.

£

g

h.

1.

水資源活用計画

農業開発計画

農村開発計画

環境保全計画

事業計画

経済評価/事業妥当性の検討

最終報告書の作成

これらの調査結果より､開発基本計画(無償資金計画萄を樹立する

2)Phase II :基本設計pn))調査
上記の開発基本計画に基づいて､基本設計調査を実施する｡

a.本計画の必要性､緊急性､妥当性の確認

b.各施設の基本設計調査

c.事業費の積算

3)Phase III :実施設計調査及び事業の実施
両国間の交換公文(C伽)後､以下の順序で事業実施される｡

a.実施設計調査
b.建設業者､調達業者の選定

c.事業の実施

2.5実施工程

本計画は初年度に開発調査､ 2年次に基本設計調査､ 3 -4年次に実施設計調査及び事
業実施が行われることとなる｡

作業項目

工程表

1年次 2年次 3年次 4年次

1.開発調査

2.基本設計調査

3.実施設計調査

4.事業の実施
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2.6計画実施機関

本計画の調査及び事業の実施機関は､サンタクルス県Prefecturn de】 Departamento de

sarlta Cruz)である.その他､地元農業組合(coope血va Agropecuaria)及び農牧農村開発省

仲仏GDR.･Minlsterio de Agicultura, Ganaderiay Desarrollo Rural)等､関連機関の協力の下に実

施される｡

2.7期待される効栗

本プロジェクトが実施された場合には､以下のような効果が期待できる｡

【直接効果】

一地域内の稲作及び大豆の生産性が向上し､地域農民の農業経営の安定化を図るこ
とが出来る｡

-溜池を建設することによって洪水の一時貯留が可能となり､乾期の補助水腹とし
て活用し､水稲栽培の振興が図れる｡

-移住地間の農道が整備され年中通行可能となり､農産物の輸送はもとより､両移
住地の時間距離が短縮さ､流通体系の改善が図れる｡

-アントファガスタ入植地域における集出荷場を活用した計画的な共同出荷体制が
創設される｡

一地域内環境保全の促進｡

【間接効果】

-サンタクルス県において､米の港統農業モデルができる｡

-既耕地の土地生産性を高めることによって､隣接する自然森林地帯の乱開発を抑
制することができる｡

-プロ技｢小規模農家向け優良稲種子普及システム+との連携を図ることによって､
より高い土地生産性の向上が見込める｡

-サンフアン移住地の栽培技術､農協組織僻り等が周辺地域に拡大していく｡

一県及び国内環境保全の推進

2.8総合所見

本件に係る要請書はサンタクルス県知事より農業･農牧･農村開発省(MAGDR)､持続

的開発省(MDSP)及び対外経済協力省公共投資局(Ⅵ下E)に提出されているo現在公共投資局

での審査を完了し､近々外務省を経由して在ボリビア日本国大使館に正式要請されること

となっている｡

本プロジェクトは､地域に内包する種々の課題を解決することによって､地域内の既
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農地を活用した安定的生産を確保するとともに､国土の保全と良好な自然環境の保護を実

施しようとするものである｡また､地域内には農協組織が確立しているサンフアン日系人

移住地があり､その運営ノウ-ウを隣接するアントファガスタ国内入植地-技術移転する

ことにより､より安定した農業経営を推進することが可能であり､両移住地の自然的･人

的･社会的資源を利活用することにより､持続的かつ安定的な開発のための礎が構築され

ることとなる｡一方､サンタクルス県としても優先度が高いプロジェクトであると位置付

けており､早期に本プロジェクトの実現を期待しており､我が国の技術及び資金援助を実

施するに適した案件であると思料される｡

一日も早く開発計画が実施され､事業実施が行われることを熱望するものである.
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1.現地写真



1.現地写真

アントファガスタ地区内農道 ◆

整備不十分のため雨期には

通行困難となる

未整備のため通行困難な農道 ◆

◆国道からアントファガスタに通じる

幹線道路(未舗装)

畠～

◆降雨のため泥棒化した農道



L1範
も

巧

.十軒

国道とサンフアン移住地を結ぶ幹線道路◆

無償資金事業で舗装工事実施中(2002年8

月完成予定)

サンフアン移住地の一般的な農家◆

ll

◆ アントファガスタ移住地とサンフ

アン移住地を結ぶ幹線道路

◆アントファガスタ移住地の中心集落

1∴弓

薪
-T∴-T-

･::iJ
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アントファガスタ移住地農家の◆

機械化状況(大規模農家)

アントファガスタ移住地の ◆

共同水道施設

iii

◆アントファガスタ移住地の

一般的小規模農家

◆アントファガスタ移住地の中規模農

衣



◆アントファガスタ移住地の耕地状況

(小麦の栽培)

アントファガスタ移住地の◆

幹線排水路と集落

アントファガスタ移住地の◆

水源となるパタシオ川

◆サンフアンとアントファガスタの

境界を流れる水源



サンフアン移住地内の水田用ため池◆

雨期の洪水調節と乾期の補助水源

--ヽ～11

l如
事F‾■,..

『■勤臥_ー_一上_T_.

◆サンフアン移住地の水源部

◆サンフアン移住地での水田状況

サンフアン移住地の幹線排水路◆
I



ご■､ヤ

サンフアンの水稲作◆

瑚

◆アントファガスタのジャガイモ栽培

-

ILL:
I:I:1ー二.止丑+こ_二㌫f
l棚:A

,.i.....

_?ーJJL

◆アントファガスタの精米施設

老朽化し現在は使用されていない)



2.面会者リスト

在ポリヴィア日本国大使館: 佐々木 肇

小野 孝幸

JICAラパス事務所: 永井 和夫

前田 英男

伊藤 圭介

(特命全権大使)

(二等書記官)

(所長)

(次長)

(農業開発担当)

Ministerio de Agricultura, Ganaderia y Desa汀011o Rural:

Miguel Sauna Razuk (DirectorGeneral)

PrefTectura del Departamento Santa Cruz:

Humberto Nazra Carrasco (Director)

Proyecto de Difusi6n de Semilla de Arroz de Alta Calidad para Peque丘os Agricultores:

関口 伸治(JICA専門家)

サン･フアン農牧総合協同組合(CAISY) :

加藤 重則(組合長)

日比野 正靭(総支配人)

サン･フアン日本ポリヴィア協会:

池田 篤雄(会長)

3.収集資料

･Anuario Estadl'stico 2000: INE -
Bolivia

･ Poblaci6n total por sexo, area e indicadores seleccionados segun secci6n de provincia,

CENSO 2001: rNE - Bolivia

･ La Poblaci6n de BOLIVIA: Oficina de Informaci6n Estadl'stica Especializada

I Plan Estratigico de Desarrollo
I
MuniciplO Ypacani: Centro de Tecnologla

lntermedia(CEDETI)
･ Difusion de Semilla deAmoz de Alta Calidad para Peque丘os Agricultores de Bolivia:

cIAT

･ Boletin CAISY - Actualidad de la Cooperativa: CAISY Ltda.



4.要請書

本要請書は調査団とサンタクルス県との協議により作成されたものである｡

また､別添の書類は､以前に MAGR♪-JICA において実施された

｢Mejoramiento del Sistema de Mercado Agricola en Santa Cruz+及び｢Control de las

Inundaciones: DrenajeNorte+と本プロジェクトは密接な関連性を有し､本プロジ

ェクトの実施は前記調査結果を具現するものであり､本計画の早期実現を対外

経済省(VIPFE)に対してサンタクルス県知事が要望したものである｡
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REPUBL[CA DE BOLJVIA

PREFECTURA DEL DEPmTAMENTO
SANTA CRUZ

GrEEBiW

Santa CrtJZ, 6 dc Fcbrero deI 2002.

Se8oJ.

Lie. Ramiro Cavero Uriona

MTN7STRO DE DESARROLLO

SOSTENTBLE Y PL^NTFTCACTON

La Pall-

Ref... So[icI'bd dc Donaci6t) de ESttldI'O de DcsarroJJo af
GobierTIO Jet J&p6n.

Estt)dI'0: ”REFLABTLITACION AGRrCOLA DE

LA RIBER^ DEkECHA DEL RTO Y^hcANT

Se6or Ministro:

En relaci6n a la nota MDSPNMARNDF N9. 096/02, dhgida a su persona y hada por el
Lie. Henlb CabrSra, y los o&cios D.hasp.M.No.0039nOO2 y VTPFEn)GrPrrER-

00146nOO2, hados For su autorida4 y el
Sr. Rodd80 Castro 0. feSPeCtivamente, que

hacen refTerencia a laS observaciones Teali2adas For et Ministerio de Desarrdo Sosteniblc y
Plzmi6caci6n al contenido del per51 del estudio de referencia, h'e permitimo- dar respuesta a
sus observaciones y recomendaciones como sigue:

A. ObsetyaciotleS:

1. Prest)puesto de Personal: JustiLicaci6n del porque correspoz)de a 60% del costo total a

so)o este nlbro.

2. Plan Director dc ]a Cucnca deJ Yapacan1': Proyecto MACUCY. Recomienda articular
los esbdios a rea[i2aTSe com los ya cfectuados para maximizar rectFSOS htmanos y

Einancl'erOS.

3. Presupuesto de manera detauada dcl gasto del personal, refeddos a cantidad, tiempo y

costo unitan'o.

4. No se menciona trabajosde protecci6n como muros de contenci6n, ctc.

t3.RecoTnendaciones:

1. Evaluar los pTOyeCtOS de MACUCY para identificar obras que permitan el desaTrOuO

sosten)'bte en cl area.

2. Tncluir cstrategiade
Capacitaci6n y Asister)cia Tecnica: capacitaci6n a insdtuciones,

profesionLa).es y pob)ac]J6n benc6ciada.

”PARA VIVTR MEJOR”
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sAnTA CRUZ

3. Dentro de los componentes no se mencI'Ona )a Participaci6n de Jos mun1'CipJ'OS, Se debe

compab.bit7'Zar com ]aS leyes vigehtes para el caso y ana7izar instrumentos de

planificaci6n y otras fuentes de irlformaCi6n.

4. En el componente conk.o] de inundac)'oTleS, Se reCOm)'enda hcJuir la Ley 2]40, Ley de

reducci6n de riesgos y atencidn de desastres.

Todas estas observaciones y recomendac]'ones )as hemos corlSiderado en 77ueSb.a Solicitud
de C90PeraCi6n Tic7n'Ca al Gobierno de) Japan (modalidad de Estudio de DeSarrdo), lag

cuales ham sido TnOdiBcadas dQ la siguiente maTlera, tal COmO COnSta en eJ documento

adjuTltOque remitO a Su despacho'..

A. Observaciones

Ptmtos I,2 y3:

Debido a que los b.es primeros ptmtos (7, 2 y 3 de lag observac)'ones)se re6eren
cspecincamente al rubro pr6SuPuCStO de pcrSonaL, cabe ind]'car que' el costo inLTormado a

travis del documcnto CITE Of. DDDP No131/01, es la informaci6n de COSTO TOTAL

REFERENCn DEL PROYECTO inc)uida ]a Dot)aci6n JapozleSa 4e BStudl'OSque hemos

esdmado a grandes rasgos.

Nosotros como entidad soli'cJ'tantedeZ GbbiezT)O de Z3oZjv)'a,Ilo POdemos conocer con

Sxactittld cl COSTO de la Dbnaci6n Japonesa y muchq. mcnos los detallcsde log cQStOS

rubro por rubro, por lo taJltO, eS imposiblehdicaT Cl
'costeo
detallado ton I.canddades horns

-

hombre, tiimpo, costo unitariQPqr Cada tit)0 de los especiahstaS japoTleSeSqtle eStarian
involucrados cn cl Estudio (de acuerdo a

'nzLeSLro
comunL.CaCt'dn CITE Of DDDP NQ )18^0/

de[ 30 de octzLbre del 200) dE'n'gL'doa[ Sr. Lf'C.Bemardo Requenq Vt'ceMt'nistrode[ WPFE)

Bl sisteTna de Cooperaci6n Financiera No Reembolsab)e paTa Estudios de Desarrol)o, rondo

al cual cstamos aplicando, prirnero se formula la solicibd eT) el fQrmdario. quc hemos

hecho ofcl'al, ]ucgo la Agencia de Cooperaci6r) hternac)'ona) del Japan (JICA) reali2ara las
licitaciones correspondientes dirigidossolaJnente a ernPreSaS COnSulioras japonesas, de

personeTia juridica,de prcstigio, las cualcs seran las elegidas en concurso pBblico de

acuerdo a las no7naS y eSthdares del Gobierno Japonis, 1o ctlal hplica.la se7ecci6n de la

mejor proptleSta teCnlCa Para
luego eva)uar las propuestas econ6micas. Una vez e]egida

la

etnpresa consultora ganadora reciin podremos conocer alguna hfor77laCi6n de los costos al

respecto, antes es imposlble, cs per ello que a insistencia del VPFE enviamos a traves de la

t10ta de la rcferetlCiad)'cha inLTo-aci6n de costo aproxh)ado, a nuestro propio calcu7o.

En cuanto a la asignacidn del personal de la Prefcctura a participar 6n el Estudio,

corresponde a] rubro del pcrsona] existence en la actuahdad dc la Prefectura con el

presupuesto actual de sus sueldos y satan-os y demis beneBcios, lo cuah)o hplica un

''PARA VIflR MEJOR”
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incremento de personal ni mucho mer)os de presupuesto especi6camente para eI Estudio,

sino mss bien se re asignaran internamente ]os recursos, sobre todTQ
humanos.

Punto4.

De acuerdo a las observaciones se
ha aBadido en el Formulario de Solicitud,en el rubro 4.4

perEiideJ Proyecto: inciso 7) ProteccL'6n bontra t'T7unLbcL'OneS y eXCeLlentes acuLTeros en

e'pocas de lJuviaLt.(mZJf,OSde contencidn. gqvL'OT7eS y OtrOS defensivos).

B. Bss9EuBdBSi9B&&

PtJntOl.

En el Rubro I. Rcsumen del Proyecto,...(6)Otros proyectos pertinentes... se ha adic)'oTlado
la recomendaci6n meDCionada, qomo sigue:

5. Pry)yec10 WCUCY. Plan DL'T.eCLorde lq cuenca de[ R(o YapacanL',

Punto2.

De aQuerdo a ]as observaciones se ha aaadido cn el Doctpento de Solicitud, que

nucvameTlte Se Cnn'a adjuntoal presente, cn cl rubro:
4.4. Pert;a deJ Pryyecto.- itICiso a)

CapacL'taCi6n y Asi5tencid T4cnEca (acct'onesde educacf'dn, capacitqcith y sensF'bf'liiacl'dna

instL'tZLCt'OneS,
PrOfesl.OnqZes,promotores. pob(acidn bet7ePciadTtanLo

dL'T'eCLq como

ind2recLamente en Za preseTVqCL'6n y manejo sosLenibZe de SZLS reCZJr:SOS natZIraLes).

PuTItO 3.

De 'acuerdo a fas obseTVaCiones se ha aaadido eTl el Documento de Sohcitud, que

LuevarnetltCSC enVia adjuntoal prcsentc, en cl rubro:
A.4. PerFMcI Proyecto.- inciso 9)

ConlemP/ar e[ desarro[[o de [os componeT7teS menCionados basados en
Za
patlicL>aCidn

de

]os Munt'cL'PJ'OS a[ amjWO de [a Ley de M7JnicLPa[hbdes y de [a Ley de Partz'clPacL-dn
popular, en e[ and[E'SL'Sde [os L't7StrumentOS de p]m7tjicact'dnademds como fuente de

t'nformacidn.

PtlT)tO4.

En el Rubro I. RestJmeTI de) Proyecto.- inciso 6) Otros proyectos peTtinentes.- 2. Estudt'o

sabre eZ ConlrL)I de [as 7nuT7dacL'OneS: Dl.enajeNorte, se ha adi'cionado la recomendaci6rl

mencioTlada, como sigue:
Debt'do a /a creacL'6n de la Ley 2)40. Ley de_ Reducctl6t7 de

Riesgos y Atenci6n de DesasEres, dbda e[ 25 de OcLzLbre
deZ aho 2000, se tomard en

co77.u'de).acL'6n e.vLa nOrma en el (raT7SCurSO de/ desarro/[o de/ EstzJdf.0 SO[I-Cilado a [a

cooperact'6n japot7eSa, COP e[ Objeto de eLaborar e/ marco
de
plat11jicac]'dn

de las

activt'dades que correspondan a/ dmbL'tO de la reducctl6tl
de RE-eSgOS y Atenci6n de

Desastres as( come emeT'genCias.
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y

FtEPUBuCA E)E BOuV[A

PREFECTURA DEL DEPARTAM ENTO

SANTA CRUX

Con )o expuesto a71ten'On71ente eSPeramOS haber absueJfo 7as co71SuJtas, obseTVaC7'OneS y

recomendac)Tones realizadas For su persot)a) t6cnico y quedamos a su disposicidn para

cuatquier consulta adicionaL For otro lado, agradeceremos se priorice nuestra soh'citud con

Ja 671a)idad qL)e e) Vice hbJ'Sten'O de Tnversi6n PBb)J'Ca y FinaJICiamiento
Externo proceda

a iniciar las gestiones correspondientes arlte fas autoridades de la Cooperaci6n Japonesa.

CoTl eSte tT)Otiv9,Sa]udo a usted con las consider
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So]icibLd para la Cooperaci6n TicLica For el GobierJ)0 del Japan

Pstqdio de DeSarrdo)

1. RcstLDen del Proyecto

(1) Titulo dcl Proyecto

'tProyecto de Rehabnitaci6n Agdcola de la fubera Derecha del Rio Ya[pacami”

(2)tnicaci6TI

h 2:Otla
Objeto
dd Proyecto esta I)bicada apqoxizz)adamedc a 140 Kzz). de la Citldad de

Santa Cruz hacia el Noreste, hJdtando al Stu con la carretqa nacional ND 7 (Guabira-
Cochabimba), al Ocste con el rio Yapacani y al Este con la cametera que. conecta Sam
Cados y Antofagasta, y denc tma elevaci6n etltre

250 a 30O n.s.A.n. con la pendiente

modemdBL
de I/800

aprohadinente
de Sur a Norte a lo largo del rio Yapacani. Esta zona

dd Proyecto pertenca a la ciudad de Sn CaElos de la provincia de lchilo,

Se
adjtmta napa

de tlbicaci6n cn Anexos.

(3) Agencia Ejecutora

3. 1.Nonbre de la Agcncia

Prefccttm del Dq)artanedo de Santa Cru2:.

El organismo ejectltOr
del
cstudio y obras

del prcsente proyccto es la Prefecttm del

Departammto dc Samta CruA Sin embargo, el Proyecto sc llevara a cabo con la

coldoraci6n de otras orgami2aCiones relacionadzkS COmO el Ministerio de AgricdttFa,

Ganaderia y Desauollo Rwal y ademas de las cooperadvas agdcolas locales existentes

actualmecte,

3,2. Nhcro de
pcqsonal

dc la Agencia y PrestIPuCStO aSignado

PreJTecttlra de Santa CrtLZ

PDI'dAd de Estt)dioS y hoyecto9)

Moz)tos Prest)pt)eS(o PSS) 8.boo.ooo 9.000_000 i0.500.000 10.2OO. 00O

Ndzz}ero Je Pe7T$Orla] 25O l50 l50 ]50

33_ &ganigrzma

Se
adjtmta

en el Anew couespondiEmte.



(4) JtlSdBcaci6T) del Proyecto

4. I. Condiciones acttlales del sector

La Agdcdttm en Bohvia es un secloq qtle dcstmpeija tm ro) trascendente ezl la

ccononia bohviana c8nO la nhe.ria, oc.upaBdQ e.I50 For cicrI_tO.LTRla pob1_aci6n

econ6micamente acdva y conbibtlyendo aproximadamente con e1
20 pot ciedo al

prodtlCtO i.._temoBruto (PD-)..Cone los prindpales ,rubros dc egor(ati6n,_ s6.Pt!Cde
mencionar el cafi soja,algoddn, caiia

de azBcar, zzLadera,eec. h znqyor parts son log

q8e SC Culdvazl eR loS n3.3ZIO$Odczltd6S, Bn 61 al6plano SS.]1cya a_ cabo tm sistema

agricola tradicional con el cultivo
de papa, quinDa, nail, bjgo, etc.

EI Dq}artancnto de SazLta Cruz, qtle eSta ubicado en Jos nanos orientales, es tna mzla

importantc dc la producd6n agropccuada, dondc sc ctllivan la soja,arroz y caaa de

azdcar, entre otros, y conbibuye a la prodncci6n de los rubros de egortaci6n. Dentro

dc los llanos oricntalcs, la rib6ra d6rCCha dcl rio Ya[pacani esta caractcrizada pot ]a

cxcdente a[ptittldpara el culdvo de amz. Especialmate, h Colonia San Jtlan de

Yapacani de log imigrades japoncsesy la Colonia de AnbBagasta de log imigramtes
de1 Aldplano son de dcqas notablemente aptas pin el cddvo de zLrrOZ,

1o
coal pemite

una dedicaci6n a lzu mB)dples acdvidades, no solo del cdtivo de azTO2; Sine los lmevos

y cme_ La Prefecttm del DqpartameAtO de Santa Cruz potLe dc maniBesto ntlCha
izE[POrtanCia sobre la potmcialidad qtle dcne dicha zou pan el culdvo dc awo2L

Sin embargo, 1aS imndaciones qtLC SuCCden con 8emencia en la nencionada ribera

ocasionan da&ds ccmsidqablcmc3Ite graves debido a la fhlta de sistuas adcctladoS dc

drcnajc.Ademas, el cddvo de arro2: que viCnC reahdosc dppcndicndo de hs

pecipitaciones de apas pluviales csta bajando stl PrOdncdvidad, sobre todo en la

ipoca seca (de mayo a octubre),puesto que esta
dismint)yendo la precipitaci6n ph)vial

gradtlalmCde
a estos a5os y no existen canales dc ricgo. Otro astmto qtle nCreCe Set

mencionado es la fdta dc tn ccntro de acopio adecuado pan los productos

agropccuarios eJ) h ColoJda Antofagasta, ya que en la Colonia Sam JuaJl de loS

Japoneses cxiste tn centro de acopio.

Bajo la situaci6n refhda, la Prcfectqa del Departanento de Saulta CrtlZ: COnSidera mtLy

inportadc el dcsarrono de inhestructtlraS Cn la ribem derecha del n'o Yapaczmi

destacada como area nodclo del culdvo de aqroz, con el h de incKaentar la

producdvidad agr1'COlaL

4.2. Polidca dc desaqono sectorial del gobiemo DaCionaJ / local

Ejemtar en cl Dqpartamento lag pohcas y plznes JlaCionales qthe COnbibyan a

fomcntq el dcsaqono de laS actividades prodtlCdvas cn materia Agropccuaria.

Conbibir a aliviad.h pobre2a rural fomulamdo esb3teSias paqa llevaq adclante la

poll'dca de ricgo en a Dq)artzmento.

Annentaq la prodtlCCidn y la prodtICdvidad a travis de1 riego, introduciendo ticFdcas

dc riego pqa mejoraqel apmvechamicnto
h'dhco.

4.3. Problemas a ser resueltos cn el sector

LAB ticnicas de rie80 Para nejorarel aprovechamiento hidrico.



El amento de la producci6n y productividad a travis del riego.

IJOS Sistemas organizadvos de producci6n agn'cola

La trazlSitabilidadco71hlu
dtlrimte tOdo el aBo paqa sacaF StlS Pmductos.

Centros de acopio, selecci6n de
los
prodt)ctos y comerciali2:aCi6n.

4.4. PerBl del Proyecto

IEl presente proyccto contempla la selecci6n de los componentcs necesarios pzm

nejorar
1as
condiciones de los cddvos de ambas colomiLS ademas dc

implcmetltar

medidas de incremeltZU la productividad tznto En Gahdad como en cimddad
de

producci6n.

Esto implica h posibihdad
de stlgerir los siguie31teS COmPOnenteS:

1) Construcci6n de obras dc riego 0)ocz(tomaS,canales, resqvas, etc.);

2) Consemaci6n de tierras agricolas QFOteCCi6n de lag 2X)has agriCO12LS de erosi6n a lo

lqgo del rio Yapacani).

3) Desawono de in8aestructtm vial (rehabditaci6nde camiJ10S de htercDneXi6n entre

las poblaciones cqcznas).

4) &ganizaci6n del Sistcna de acopio (Centros de acopio a donde no se ctlenta COL

estas instalaciones).

5) FortalecimimtD de Ch.gani2aCidn Campesina (orBani2aCi6n de h asociacidn de

regantes y ford6Cimiento dcl sist8ma Organizadvo),

6) Madltenimicnto dc hstalaciones (a travis de adqdsici6n de equipos de

mantenimie3ItO).

7) Protecci6n cozltra inundaciones y cEXCededes acuiLTems en q}ocas de lhvias (mtlrOS
de cozlt8nCi6n, gaviones y otros dcfensivos).

8) Capacitaci6n y Asistencia T6cnica (acciones de edtlCaCi6n, capacitaci6n y

sensibili2:aCi6n a insdtuciones, profTesionales, promotores, poblaci6n bcneficiada

tanto dirccta como indirectamc3Ite Cn h presmaci6n y nmejo sostcznble
de Bus

re6urSOS
n3turalcs).

9) Contemp1ar el desaqono de los ccmponentes menciotLados basados en la

parhcipaci6n dc log Mhnicipios al anparo de la Ley de Mimicipalidades y dc la Lq

de Pardcipaci6n Popdar, cn el analisis de los instmmentos de planificaci6n ademis

cono bmte de informaci6n.

4.5. Prop6sito dcl Proyecto (objedvoa corto plazo)

a)
El prop6sito del proyecto a corto plazo es lograr tn programa _



b) Con la ayuda de este pro6ama, general
un Plan con la halidad de tenor un

diagn6sdco apropiado y real de la sift)aci6n agicola y de log sistemas de riego

existentes.

c)
Idendi;cad. Ja probknddca pwa fomdw hip6tesis de b.abajoqt)e ]ogre7l eZ)COntrar

soluciones altemativas.

4.6. Meta del Proyecto (objcdvoa largo plazo)

Deszurronar el sistena de riego, red de caminos vecinales, ccntro de acopio y

cqdpamiento de mantenimicnto con el b de establecq tin Sistema orgamizativo de

producci6n agicola bajo la iniciativade las cooperativas agricolas, seleccionando como

&ca tnodelo la zona de la ribera deqecha del rio Yapaczm' qtle tienC la superBcie

aproximada dc 50,000 ha incltlyendo la Colonia San JtLan de los imigrantes japoncses
y la Colonia Antofagasta de los boliviamos, dentro dc h regi6nnode

de )a
citldad

de

Sad)ta Cruz considerada como ]a mejor area agrico]a del paJ'S.

4.7. BeneBciarios egmdos

La stIper6cie total dc JIB zona cs aprohadBLmCde de 50,000 ha. con una poblaci6n

bene6ciaria dc 8,000 hbita4ItCS, inchyendo la Colomia Sam Jtlan (27,000h con 3,000

habitzntes)y la Colonia An*ofagasta (19,700 ha_ con 3,000 habitantes).

(5) Comienzo prograznado del PJIOyeCtO

Es de vital importancia que el esttldio se inicie en el segundo bimestrc de) aBo 2002

CRONOGRAMA

ACTTVDAD / hdES I 2 3 4 5 6 7 8 9 lO ll I2 l3 14 I5 l6 17 lI 19 20 2l 22 23

ZkhdoPblidnAr -

Prqpzacidn Estudio

SeleciCidn y cotltr8tO COnBt)1tJ)Te9

r>crwacih dc despacho egJipo

BshJdio dc Cazp cn Bohvia

Estudio en J8P6n

Exphcacidn y cQnSdtzLS SObre

bmdor hl

CozzlCZItaTic6SObre infome bl

lW CDJltraPrte

Prqpracidn de hfme hal

PrescntACidn de hforzne Fizul

Notas:(')EI Estudio Preliminar se reBere a la pTePaTaCi6n del proyecto, estudio de campo,
discusiones wbre los alcanc& del proyecto (SrW: Scope of Works)



(*') EI Eslz)dz'oen JapLin es et mldlT-Sisde dmas, desc7Lbn'miento y o&DS, COnfnnaci6n
de Pqc17'bi])'dado

”-obilidadde[ vuyccto. odemas de lopnparoci6n
del boTTDdorPnal.

(6) bos Proycctos perhentes

). plan de Comenia[i2:aCid71 F7utiho71ko]a

Este estudio namado oBcialmente EsttLdio de FacdbiBdad paFa el Mejommiento del

sistcma de Mqcadeo Agzicola en Santa CruA tiene COmO Qbjeto
de esbdio las

cozldidones de mercadeo de
loS
productos agz1'COlas de

la rlegi6ql ass como de los

prodtlCtOS inportados. La& zonas de prodDCGi6n de htas. y vcrdtwas ent{e. otros.

prodnctos importztntes del Depadanento de Simta Cruz, se dividen en cl Jbea
de los

Valles y Tieqas B.*S. fn jbea d6 1as Tie-s. Rajasabarca a zQna dc Sam Jtu de

Yapacani, y Za 2Dtla ahora de AntoLTagasta, objeto
de estudio de zltleStra SOlicittld

achLLl.

La Zona de Sin Jtu de Yqacani y AntofTagasta son &eas, cuyo volmen de

pFOdtlL,3ddzlalcazEZa
las.362 a toneladas azLtlales dc hltaS y VCqdtms,

lag c;pales no

solamcde cubrn la dcmanda dc Sznta Cruz, sho
de otras zonas dcl pals c8mO

Cochdamba y dBlmOS neirCaaOS edemos. Esta
area. es cQnSideTda h PtDdthGCi6rL

de las Tieqas Ba[jasde Agricdtor6S en h Escala.

Por lo tado, mestra presente so]icittld de Estudio pan aprovechar las 6pocas de

lhvia. y utili2:ar eSte reCWSO hiddco en. *oc=S de esdajei
inGOrPOra. tn GOnPOnmt6

de prcvisidn as6 cmo pezdtir el na=tenimie3ltO e incremetltO de la prodtlCtividad

q#coh cn la.=zona de hs TieEraS.BajaS,con h tit)alidadde dath5 COdJHiid,8d y

pemmcncia a la oferta de esta- zom prodtICtOral

2. Estudio sobn eZ ConLrot de Fas lnundhcio72eSI Drlenqle NoT'Le

Este esttldio codempla Char el excede7ItC de acuifEm en *OCaS de lluvias wn la

bahdad de.e.vitar la inundaGi6n de las 2X}ZlaS de prodncGi6n agr)'cola, 1as cuale.s se

vcn sedamcdc afictadas especialmede cn cstas ipoczLS dc avenidas.

Este Esttldio de Demje Nortc cmtempla cl bea de las ctlenCaS dcl Rio Chude y

la5i S.tLbcthmGa&:d6Yapp-71i_.y Pi73i1',,1Q GtLat*q.qa. 8_,2-37:IbTI.?etL 61 SCG.totdG h_
cordillera y 38,423 kn2 cn a sector de la nanttra_

He aqtn' el nexo existemte ctLtrC eSte Eshdio y AtleSbTa aCbal solicittld
dc Esttldio a

la MggcA I)er6Cba dd b Yh?a6aP1',dDT[.dL6S6-.-Ibi.can-1as *gaS -d6 lag 6OTrttPida4.cs
di Anlofagasta y Sin JtA de Yapacani, debido? que sc plantea la necesidad

dc qpc

cTt ipoc.aS..
,de
ttq:via,s_.perm8?.gtSS. SC PtlCda}[provccbaTL 6Ste 67qC,CSQ dc-I?Gtll'-fqrQCOIL

la posibilidad de almih3Cnarlo cn arms estr3tigicaLS -all
latiizlalidadde set tldhzados

a ipocas. de e.sdajc.,enLel rieLgO
de los c.ddvos prcdonhtes en.esta bea

Debido a la cread6n de la Ley 2140, Ley de RcdtlCCi6A dc Rjesgos y Atcnci6n
dc

DesasttleS,. dada..el 2.5.de Ochhfe det_ajo 2,000,.se. tqTnaEi. ql COnSidpr?cid7) eSla,

norma cn el trpsctFSO del desarFQllo del
Estudio

sQBcitado a h coopemci6n

j*onesq, CQA el obj6tOdc 6laborar cl
mafCO d6..PlgdRGaCi6n d$ lag activi4adeSqq6

corregondan al hbito de la rcducci6n
dc Riesgos y Atenci6n dc Desastres asi

cozno mqgeBCias,



3. I'/bya'k) dtiDe.idrTiollby TiltlnSfwei)i.iade Temo[ogz'a paTY7 lapT,OdzLCCi6n de AnlOZ

Achalmente esta en plena ejecuci6n
la cooperaci6n dpo proyecto del Gobiemo

Japonis a travis del nCA, el cual
dene una duraci6n desde agosto del 2000 hasta

agosto de1.aao..2OO5.

Este progrima. eSta.aPOyando al Cenio de hvesdgaci6n.Agricola Tropical, CIAT

en el desauono de variedades
de aJOZ mejoradas pan

las diferentes zonas y dpos

de prodnctores.

La z:ona.
ob5etivo

de.1a.presente solicihd
es ua
regi6npredQminademente aqwa,

pot lo ctd se egera qt)c con el mejoramimto
de la tecnologia de riego y la

iBZizLeStrtKttFar
COhteTat Se k)ge tn. dinazniSEB& eBca2: eW el proyecto de

bderencia de tecnologia pda PrOducci6n de zmoz.

EI Ccrrtrcr de hvestig3d6F Agrfcoh Trqkal ctda- con. tn. sistem. de trzmsbenci3.

dc temologia cn el rubro de aJrOZ basado en ln equipo ticnicos de investigadores,

transferuistas, c8Ordinzmdo cm el Sector Anocem, inchBer hs eokdas de

Y&pacam' y AntofagaSta

4. Proyeclo.W.Ct^CY, Plan Director de 7q c7tCTTCq def R1'O Yapcan1'-

Sc t8maFh cn cwidcfih3i6zt bs estudios existezLteS gWados per el Proyccto

MACUCY con la halidad de articul& el pmyecto
de rchabditaci6n agricola de]

Rio Yapaca7d y dichos esbdios, idendiicmdq obrBES qtler.PeZ7h e1- deszHTallo-

sosteniblc del area idemiBcada dentro del estudio, de modo tal qtle Pemita tmbih

qptinh remos tadq hzEELaZtOS CW lizLanCie3.OS.

2. TinniBOS deRcfbrcneiar deL E5bdio-proptle9h

(1) Necesidad /j8Stibaci6Etdel Esttldio

Las immdacimes. que stICedeq cq liecqenciar e3I h menciozLadar ribera 'ocasionadr da5os

considcrabkmede graves debido a la i:uta de sistemas adectlados 4e dzlenaje.Ademas, el
cdtivo de aqo2: qtle Vicme rcahzadose dqMndiendo dB hs precipitacioztes de agtlaS

phvialcs esti bajbdo stl PrOdtlCdvidad, sobre. todo etl la epcca m (dc nayo a
octubre),

pestq qtle eSti dismiELtZyendo h ppccjpitaci6zt pbvial gradualmc8t6r a CStOS a8os y no

existen cpales dc rieBO, POT taZ[tO CiXist6 1a nccesidad dc cotltar COIL tn Sistema de riego

sostenible dtEramtC la ipn
dc
e563je,canines qtw peEmitaA

St[ tFaZBitmidad dtFZde todo

el aao, wtms de almacenamiento y acopio, y asi
de esta mzmen sc podra desarFOllq la

pmducci6B agricola[ e8 h 2ma

(2) Nwidad / JhsdliczbCi6n de Coopemci6q Ticnica[ JapeFneSa

La ra2:6n fhdanEd nq es s6lo lapi:altarderrectmos eKm6micw, sing cwo se indicq e3r

otros ptlntOS del docmedo es el de mantener tma estrccha relaci6n de coopemci6n ticnica

dcl Jq)b cc otros prqyccbs sinbes, scr re-8 a eStCr fcmdq para[ ehbqaq estc nnevo

eshdio con la hahdad de relacionN COB los otr9S eSttldios tembados y/o en proceso,

adcctndameDte-Pqarlograq tLm amQni8 eB a sisteEBa- de planiGcaci6zt dd sector 3grfe81a eq

la
Tlegi6n

de SazLtaCma.



(3) Objetivosdel Eshdio

Desarrol]ar el sistcma de riego, red de caminos vecinales, mtro de acopio y equipamicnto

de naJ)tenimiento, con el h de establecer un sistema organizativo de producci6n agicola

bajoh iniciadva de hs coopeqativas agricolaS, seleccionando can)0 bea nOdclo h zona de
la dbera dcrccha de1 rio Yapacani qtle tiene la superBcie aprohada de 50,000 ha.

incbyendo la Colonia SAD JtlaJ) de los imigrmtes japonesesy la Colonia AntofTagasta dc
los bohvianos, dentro de la regi6nnorte

de la citldad de Santa Cruz consideTada como la

mejor
bea agricola dcl pals.

(4) Area a ser cnbierto por cl Estudio

El bea modelo a set cubierto pot el proyecto considcrando la zona de )a ribera de la margcn

derecha del Rio Yapacani dene la superficie aproximada dc 50.000 ha.

(5) Alcance del Estt)dio

El esttldio se llevara a cabo En 2 fases: Plan Maestro y Esttldio de Facdbilida4 segAn se
detalla a contintuci6n:

Esludio de Plan Maestro

EI Estudio de Pln Maestro comprcnde lag siguientes actividades:

a) Estudio de las condiciQneS naturaleS:

- Rccolecci6n dc dabs y analisis de hs condiciones nabrales, estructtqales y

socioecon6micas dcl &ca
de estudio, y dc los proyectos releveLnteS tales COmO

aquenos hclddos en pJzmes de desauDJ]o regiot)alcs,etc.

- Recolecci6n y revisi6n de datos y rq)ortes itnportzmtes sobr6 el sistEma de riego,

cultivos.

- Eshdio de las organi2aCiones agropecuarias, cooperadvaLS y dcmas formas de

asociaci6n y organizaci6n campesina relacionada al area de infltICnCiadel proyecto.

b) Esttldio del MafCO dc Planificaci6n

- DeteTminaCi6n de las netas para cl Plh Maestro.

- E2[amCn de laLSPfe
-

COZldiciones pauTa el PlaLZIMacsblO.

- Selecci6n de las zonas de locali2aCi6n de las instalaciones principales a sew

generadas.

- Analisis comparadvo de futtqas altmdvas t6micas.

- Selecci6n y dcterdaci6n de la
mcjor

o
nejores altemadvas, basados

en tn estudio

comparadvo de combinaci6n de t6cmicas.



c) Formtdario
de Plan MaesbTO

- Estlldios
meteoro)6gicos,hidro16gicos y

de riego y drenaje.

- Usoyte8eZ)Cia detew6mOS.

- Estudio de la shuci6n agropecuaria.

- CoBdiciones de larcdvial.

- Sistema den ctlldvo y vohtmen dc producci6n de prodtICtOS agricolas.

- Estudio de la economia agr1'COlay social.

- &ganizaci6n campesina y sistezna orgmizadvo de mantemiento.

- Esttldio del sistema de cozDeZTdali2aCi6zl y de zBqCadeo.

- Esttldio del medio anbiente.

- OtFOS PrOyeCtOS de desimOnO rClaciQBados y 7,egiOnaleS
en el area del prcsente

Proyecto.

EsLzLdio Lk Fac17'bilihd

a) AjtlSte
del marco de planilicaci6n

- A&oMeta.

-

JheayNivel de servicio_

- componedes del sistema t6cnico o insdttlCional:

- Sitio paqa las instalaciones prizlCipales.

- Cdtedos de diseBos para eqtdpos.y/o instalacioncs detemi.

b) Dise&o pFehnb de ComponetLteS del Sistma Ticnico

- hvestigaci6n de los sides potEmCiales dc instalaciozleSPrinCipales.

- Elaboraq diseBo preliminar de cada una dc las instalacioTleS.

c) Plin
dc Ejcmci6n del proyecto

- P1aneamiedo del programa de ejectlCi6n.

_ PhAeamieltO hanciem

d) Ev'altLaCi6ndel proyecto

- Evaluaci6nhciera



Evaltnci6n de varios efectos tales
como econ6micos, sociales y ambientales,

(6) Progama del Esttldio

Log coznponentes del Eqdpo de estudio serb las siguientes:
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(7) Productos principales csperados del Estudio

a) Diagn6sdco
de las condiciones de cddvo, riego, organizaci6n y comqciali2aCi6n de

productos?gdcolas.

b) Un plzn de nejoramiedo
de las condiciones dc riego y cddvo con la hahdad de

rehabilitarel sector agn'cola de
las
colonias

Yapacani y AntotTagasta.

c)
Un estudio de facdbilidad para

los proyectos prioritarios qtle reStdtasen.



(8) Solicitud del Estudio a ob-as agencias donantes

No se hBLZLrealizado solicitudes de este estudio a otras agencias donamtes.

(9) Otras info-aciozLeS PerdJ)arcs

Sc propane como parte complemetLtaria que la Agencia de Cooperaci6n Ticnica del Japan,

nCA, facutc cl entrenamiedo ticnico en el J3P6n de amerdo a log pTOCedizniezltOS

normales bajocl csquema de cooperaci6n ticnica.

3. FaciLidadeS c informacioz)cs a ser sqJnhiStradas aJ Equipo del Eshdio

(I) Asignaci6n del personal de cotltraParte de la agencia ejectltOraPan el Estudio (nhero,
azltCCedentes acad6micos, eta. )
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hg. hchBqd Ittualde Antelo

CooFdinador PmCRUZ Poycctos de
riego dc Santa Crux).

hScniqo Civil, coordinador del ftoyecto

dc hego de Comarga, hciado por h

EN dc Alcmania.

hg. Oscad' Mhdez Moraks

Jefe de Uhidad de riego de la PrctTecttm

h8eniero Agr6nomo, Jcfc de h Uhidad

de Riego a nivel Dq)artamc3)tal.

Divcrsos profesionales ticnicos

Uddad dc hego de la Pfefecttm

hgcniems Cides y Agr6nomos.

Apqyos Adminisbdvos
Licmciados cn Adndnistraci6n de

Eznpqesas y/o Economista y Seqetaria

(2) Datos, inLTomacioncs, dottnd6i y ma}ii dig)onibles rclaciondbi 6n a Esbdio

(adjtmtarlista)

ExistE) inibnad6n de los dabs neccsarios para la reali2:aCi6n de tn esttldio de esta

n3hraleza, como For ejemplo:

- DaEtOS hidrol6gicos y clinafo16gicos.

- MapastopograBcos

(3)hLbrmadones sobrc cQtldicioncs de segmidad en cl Area del Estudio

El area dc estudio no ahviesa confhcto ni diq}tltaS
de
ningtma condici6n y pot lo tanto es

complctame31te Segtqa Para Ctdqder cquipo dc esttldio.



4. PUT)tOS GeT)eqaleS (Medio AmbieDte, Mujeres en DesaTrOnO, Pobreza, etc.)

(1) Componemtes de medio ambienle del
Proyecto

･:, Control de codaminaci6n

･:, MejoramieJltOen el stdstro de agTn de riego

'> Minejo del mcdio ambie3)tC

･:, Fomentaq la actividad forestal

(2) bpactos ambienta)es que se adlicipn
del Proyecto (natumis y socia)es)

De jWuudo a la crisisccon6mica qtle atravieSa e) Pals,
1os
grandes y peqtleaOS PrOductQreS

esth vendiendo o abzmdozkando stu dew debido a diversos LTdores (criditos,bajos
prccios, nercado, ihquidez, cahos, eec.)y

los plazleS de reacdvaci6n econ6mica

propuesta pQr CI Gobicmo csth
en proceso de inicio. Los productorcs

dencn qt)e cstad.

prq)arados para bcnei;ciaqlSC de cstos phes, para ch se deben
elaboru proyectos

de

impacto socid, de ahvio a h pobreza, mtno el qtle SC PrOPODe, con COnPOnenteS de riego,

viales, organi2:advos, pardcipadvos, ctc.

(3) Mtljem cono bencficiarios principales

a )a zozla de infltlCnCia, CODO StlCede comhznedc em el area rural, ]aLSntljercscuznplen
tm

papcl prq)onderade cn las acdvidadcs agropecuarias, incluso de cieda similitud a las

responsabihdades qtIC done cl hombFe, Siendo el se2iO
fcmenino inchido cono beneBciario

y afc6tado For el des=LrrOnO dcl proyccto cuyo estudio se esti sohcitando.

(4) Componentes de] Proyecto qtle rCquiercn considemciones cspeciales para mujens (tales
cone disbci6n dc ghcm, el especifico de la ntLjq,participaci6n

de la
mujq)

La hca considcmci6n especial a considqaq es la pardcipaci6n acdva de la mtljcrcn cl
dcsadrOnO de las actividadcs agropecuadas y oTgani2aivaS de las contmidades campcsinas

dclazona.

(5) bpactos ocasiotlados For el Proyccto qtle Se a4tdcipan sobre )as mujeres

La
nejora stLStanCial

cn a nivel de pFOducdvidad qtle Se geneqC POT la aplicaci6n del

proyecto coadytlVara al mejoramiento
de1 mivel de dcsarrouo de las

mujeres
en la Sociedad

campesina, tanto en la disponibihdad dc recwsos y ncdios de trabajocn el cimPO COnO en

el sistcznadc o4.ganizaci6n y pardcipaci6n.

(6) Compcmentes deI Proyccto pan rcdt)cirh pobrcEa

Elevando el nivel de producdvidad y mqjoTindo
los sistemas tmto de cultivo cQmO de

riego, asi cono wncqciahEaCi6n y mqcadco, gcnerara nayorcs dveles de, producdvidad

gEnCrari tm cLTcctomul6plicador
cn el nivcl de vida cmn6mico y social

de h pob]aci6n,

ocasionazLdo lma rCdtlCCi6n sustancial del nivel de pobrea



(7) Cualquier efecto sobre los habitantes de bajosingresos causado For el Proyecto

Esto esbiba basicametlte Cn la incx}rporaci6n de comunidades campesinas pobres, como

Antofagasta, laS ctlaleS a fdta de instalaciones apropiadaS de culdvo y de mitodos de

comerciahzaci6n, denen pmblcmas actuahate de genemci6n de
mejores ctddvos y

producdvidad lo cual alTcctaJlegadvamente en el mivel
de vida de la poblaci6n.

El proyccto coJltCmPla reverh esta sittnci6n-

5. Cotnpromisos deI Gobiemo de la RepiibJjca de Bolivia

Paqa una c8ndtLCCi6n agil y cficientedel Estudio, el Gobiemo de la RqpAbhca de Bolivia debera

tomaq las medidas necesarias siguietltCS:

(1) Gaqmti2W la se9ddad dcl Eqqipo de Estudio.

(2) Pcmidr a los mienbros del Eqqipo de Estudio cntrar, salir y permzLneCeq en h RqBbhca de

Bohvia dtFaLnte SuS aSignacioJICS en istc, y exiE)ir de los rcquerimientos de rq*tros

extranje3TOSy PagOS COnSularCS.

(3) Emi al Equipo del pago de impuestos y ctldquiq otro aTinCel sobre eqtdpos,

maquinarias y otros m3teriales traidos
a y nevdos hera de la RqBbBca de Bohvia para la

reahci6n
del Estudio.

(4) Emi al Equipo de Estudio del Dago de impuestos sobre la renta y ct1alquier otro cargo,

sobra o en conexi6n
con enohnedos y concesiones pagados a log miEmbros del Equipo

For stIS ServiCios para la cjemci6n
del Estudio.

(5) PropQrCionzq las lhcilidades J)eCeSariaS al Eqtdpo de Estudio, tado pan remidr como pan

uBh )os fondos iE[trOducidos en la RepBbhca dc Bolivia del Japan a relaci6n con la

ejemci6n
del Estt)dio.

(6) hgaq pmisos para a-
a propiedadcs privadi- areas rCSbingidas pan la ejecuci6n

del Esttldio.

(7) Gaqamb pemisos para uevaq fuera dc )a Rq)Bbhca de Bohvia todos los dates,

dcNmCntOS y mZ[terialcs necesaJios rclacionados con el Esttldio pan stl I)tili2aCi6n en el

Japan.

(8) Proporciozlq SCrviCios midicosl cvzmdo sew necesarios. Los costos de servicios sqh
su8agados pot los miembros del Eqtdpo de Estudio.

6. EI Gobiemo de la Rq)Bbhca dc Bohvia se hara cargo de todo rcclamo, quc suda En COntra de

elnos Jnie2Z)bFds
del Eqdpo de Estt)dio Japonis, como TeSdtado de izlCidentes que ptldiqatz1

ocuzrir
durzntc

el ctFSO 0 en COneXi6n cn el ctLnPhmiedo de
sus debert:s a la

cjectLCi6n
del

Estudio, cxcq)to ctLZmdo tales rcclamos se origincn pot neghgencia grave o mala condtlCta

intcncional pot par(e de1 micmbro del Equipo de Estudio.



7. (La agencia ejectltOra)aCbara
como la agencia contraparte del Equipo de Estudio JapoT)is, y

tambiin como la enddad coordinadora cQJl reSPeCtO a OtraS Organizaciones gtlbemamentales o

no gtlbemamentales rehciotLadas, a
h de lograr tma agi1ejecuci6n

del Estudio.

EI Gobiemo de la RepBbhca de Bolivia asegt- q1]e )OS aStntOS referidos en este formulario sea-h

garanti2:ados pan lograq una 6gn ejecuci6n
del Estudio de Desarrouo For el Eqqipo de Estudio

Japonis.

FizTna:

Cargo:

Pq el GobicTm de: La Rq)dbhca de Bolivia

Fedia:Noviembre de1 200 I.
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